
 

               

 

 

 

 

 

災害時における情報発信について 
 
本市では、災害時における情報発信の強化に取り組んでいます。 

 

１ 防災行政無線に関する新たな取組み 

（１）避難情報発令時のサイレン音 

津波情報及び国民保護情報発表時において、サイレン音を使用していましたが、記録的

短時間大雨情報の発表や集中豪雨などによる大雨が頻発化されているため、今後、警戒

レベル５「緊急安全確保」の発令時においても、他の放送と区別し、サイレン音（２０

秒）を使用し、危険の切迫を伝えます。 

 

 

 

 

 

 
警戒レベル５：すでに安全な避難ができず命が危険な状況です。 

       直ちに身の安全を確保してください。 

警戒レベル４：危険な場所から全員避難しましょう。 

 

（参考）津波情報及び国民保護情報発表時におけるサイレン 

大津波警報 ３秒サイレン・２秒休止×３回 

津波警報 ５秒サイレン・６秒休止×２回 

津波注意報 １０秒サイレン・２秒休止×２回 

国民保護情報 １４秒有事サイレン 

 

 （２）時差放送 
放送が重ならないよう、市内の子局を 

２つのグループに分けて放送しています。 

（行政放送のみ） 

 

  市内の子局数 ２２４局 

①グループ １４６局 

②グループ  ７８局 

 
 

２ その他の情報入手手段 

 防災行政無線の放送内容は、次の手段からも入手することができます。 

・防災情報電話案内サービス          ・和歌山市防災情報メール 

・市ホームページによる放送内容の確認     ・テレビ和歌山データ放送 

・緊急告知防災ラジオ エフエム和歌山（有料） ・和歌山市公式ＳＮＳ 

・防災情報サービス専用端末 Ｊ：ＣＯＭ（有料） 
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